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　2005年 3月 20日 10時 53分に福岡県西方沖の深さ 9kmでM7.0（最大震度 6弱）の地震が発生した。

地震活動は，本震－余震型で推移している。

　余震域は主として玄界灘から志賀島付近にかけて北西－南東方向に長さ約 30kmに線上に分布して

いる。最大の余震は 4月 20日 06時 11分のM5.8の地震（最大震度 5強，6月 1日現在）で，余震域

の南東端付近（志賀島付近）で発生した。この最大余震以降一時的に地震活動が活発化したが，全体

的には地震活動は減衰傾向にある（第 1図）。最大余震とそれに伴う二次的な余震活動は，余震域南

東端の深さ 10～ 15kmの，余震活動が低調であったところで発生している（第 2図）。

　本震の発震機構（Ｐ波初動解）は，東北東－西南西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で，余震の発

震機構も概ね東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型であった（第 3図）。余震分布そのものは志賀島

付近で屈曲し，志賀島以南は概ね北北西－南南東方向の分布になっている（第 1図）。余震の分布から，

走向が北西－南東の左横ずれ断層と考えられる。

　また，本震の約 1日後から海ノ中道から博多湾にかけてまとまった地震活動がみられたが，4月中

旬以降は減少している。ここでの余震域は概ね西北西－東南東方向に約 10kmの長さで分布している

（第 4図の領域 b）。

　なお，余震域の南東延長領域 (警固断層～九重連山方面 )の活動を見ると，地震活動に若干の増加

が認められるものの，いずれも微小で顕著な変化は認められない (第 5図 )。

　国土地理院の GPS観測の結果によると，今回の地震（本震）に伴い，福岡観測点（福岡県福岡市東区）

で南西に約 18cm，前原観測点（福岡県前原市）で南に約 9cm移動するなど，福岡県を中心に地殻変

動が観測された。また，4月20日の最大余震発生時にも震源に近い海の中道観測点（福岡県福岡市東区）

で，この地震に伴う僅かな地殻変動が観測された（本巻「九州地方の地殻変動」の頁参照）。

　今回の活動域周辺は地震活動が低調なところである。M7以上の地震は，1700（元禄 13）年の

M7.0の地震が知られているのみである（第 6図）。



第 1図　福岡県西方沖の地震活動
Fig.1　Seismic activity west off Fukuoka prefecture on March 20, 2005.



第 2図　福岡県西方沖の地震の余震活動
Fig.2　Aftershocks of the earthquake occurred west off Fukuoka prefecture.



第 3図　福岡県西方沖の地震の発震機構解
Fig.3　Focal mechanisms.



第 4図　福岡県西方沖の地震の余震活動（博多湾付近）
Fig.4　Aftershocks around the Hakata Bay.



第 5図　福岡県西方沖の地震の余震域南東方向の活動
Fig.5　Seismic activity from Kego fault to Kuju mountains after the earthquake.



第 6図　福岡県西方沖周辺で過去に発生した被害地震
Fig.6　Historical earthquakes west off Fukuoka prefecture.
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